
 

 

 

 

 １・２年生の SSTは「私の良いところ」「短所を乗り越える」という思春期の皆さん

にとっては重要なテーマでした。この時期は他人と比べて自分を必要以上に「劣ってい

る」と感じてしまう人も多いでしょう。でも、実はそんなことはありません。この授業を

きっかけにいろいろな考え方を少しずつ身につけて、自分を認めてあげられるようになっ

てくれればと思っています。 

 

【１学年】テーマ：私のいいところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２学年】テーマ：短所を乗り越える 
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結繋～きずな～

自分の短所はいくらでも思い

浮かべるけど、長所は思い浮か

ばない。という人も多いでしょ

う。でも周りの人からみると自

分が気づいていない長所が必ず

あります。今回の授業で、自分

から見た自分と他者から見た自

分の違いに気づいてください。

気づけた「“私”のいいところ」

のどんなところを生かして、こ

れからどんな自分になりたいで

すか？ 

 自分を知る方法にエゴグラム

という方法があります。いろい

ろな項目のアンケートに答え、

その答えの傾向からいくつかの

パターンに分類するものです。

いろいろな視点から自分を見る

ことも参考になります。また、

どうしてもネガティブになりが

ちな人にはリフレーミングとい

う手法でポジティブ思考に変え

ることも良いかもしれません。 



【３学年】テーマ：ロールレタリング 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今月からポジティブ行動支援という考え方をもとにした取り組みを行っています。ポジ

ティブ行動支援というのは簡単に言うと「良い行動をしっかりと評価していく」という取

り組みです。「授業中に一生懸命ノートをとる」「掃除を隅々まで丁寧にする」などしっ

かりと取り組んでくれている人がいます。できていない人を注意することに目が行きがち

ですが、しっかりと自分たちの周りにいる「前向きな行動」＝「ポジティブな行動」を行

っている人に気づいてほしいです。 

 今回は４月から取り組んでいる帰りの SHRでの「班のMVP」をファイルにはせている

のはもったいないので、教室の外廊下に掲示し「見える化」しています。ほかのクラスが

どんな行動をMVPにしているのか。自分の友人が頑張っている姿もぜひ見てみてくださ

い。 

３年生は、ロールレタリング

を体験しました。自分とは違う

人になり切って、自分あてに手

紙を書くというものです。３年

間の振り返りも含めて、この時

期に取り組んでいます。自分と

は違う目線から考えることで、

意外と自分のこれまでの頑張り

に気づけたり、認めてあげたり

できるかもしれません。 



 

 

 教室の中や外（廊下）に掲示物がたくさんありますね。皆さんは立ち止まって見ること

はありますか？特に今年度はたくさんの掲示物が見られます。教室には体育祭や文化祭な

どの思い出・頑張りが見られ、廊下には教科の頑張りが多く見られます。先生たちからの

メッセージもありますね。ぜひ立ち止まって、自分や仲間たちの今年一年間の姿を見返し

てみてください。授業での姿も含めていくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
体育祭や学期ごとに写真が貼ってあるクラスもありますね。 

一年間の頑張りが見えてきます。 

廊下や教室には先生たちからのメッセージもたくさん

ありました。どこにあるかわかりますか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員会からもいろいろな取り組みが行われています。成

果が感じられますね！！ 

クラスメイトに自分の考えをプレゼンする姿 

顔を突き合わせ協働する姿 

先生の話をしっかりと聴く姿 

集中して取り組む姿 

英語での学びが表現されてますね 

総合的な学習の頑張りがみれます！ 

目標や仲間たちへの感謝へつながっています 


